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放線菌Streptomyces sp. HA 125-40株が生産する物質が、深在性真菌症の原因菌Mucormucedo 
IFO 7684の菌糸に形態異常を誘起することを見出した。その活性本体は、cyclothiazomycin B1で 
あることをデグラデーションおよび種々のスペクトル解析から明らかにした。また、放線菌 
Streptomycessp. HA 81-2株が生産する物質は、深在性真菌症の原因菌Aspergillus fumigatusIFO 






















第一章では，糸状菌に対する形態異常誘起を指標にStreptomyces sp. HA 125-40株と 
汾/ ^ 如77开四8?.11八81-2株が生産する形態異常誘起物質1 および 2 を単離精製し，その分解 
反応や各種機器スぺクトルで詳細に構造解析した結果，それぞれ構造既知のcyclothiazomycin B 1と 
phoslactomycin E (PLM E)であると同定した.
第二章では，形態異常誘起物質1 (cyclothiazomycin B 1 )と形態異常誘起物質2 (PLME) の 
生理活性を検g寸している. 抗真菌活性に関しては，cyclothiazomycin B 1はA/ucor属や植物病原菌 
である属に顕著な生育阻害活性を認めた . 他方，PLM Eは が /A/s属に強い生育阻
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害活性を認めた. 各種真菌類への生育阻害活性の差異から，PLM Eの活性発現は細胞壁の主要成分 
である1，3-だ-D-グルカンの生合成阻害と考え，micafunginとの比較や，出芽酵母の1，3-j6-D-グル 
カン合成酵素サブユニット欠損株を用いた生育阻止実験の結果から，P L M Eの阻害活性は 
micafunginとは異なる阻害メカニズムであると結論づけている.
第三章では，P LM Eの真菌細胞内での局在性と菌糸の形態異常を引き起こす原因を探索する目的 




質を同定し，それらの真菌類に対する生育阻害活性を確認した. さらに，PLM Eの細胞壁合成阻害 
機構に新たな知見を得ており，深在性真菌症に対する抗真菌活性発現機構の解明に寄与した. よって， 
博 士 （理学）の学位を授与するに値すると審査した.
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